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は
じ
め
に

　
『
杜
詩
詳
注
』（
以
下
、『
詳
注
』）
巻
十
四
に
は
「
狂
歌
行
、
贈
四

兄
」（
以
下
、「
狂
歌
行
」）
と
題
す
る
一
篇
が
収
め
ら
れ
る
。

　
　

与
兄
行
年
校
一
歳　

兄
と
行
年
校く

ら

ぶ
る
に
一
歳

　
　

賢
者
是
兄
愚
者
弟　

賢
者
は
是
れ
兄　

愚
者
は
弟

　
　

兄
将
富
貴
等
浮
雲　

兄
は
富
貴
を
将も

つ

て
浮
雲
に
等
し
と
し

　
　

弟
窃
功
名
好
権
勢　

弟
は
功
名
を
窃ぬ

す

み
て
権
勢
を
好
む

　
　

長
安
秋
雨
十
日
泥　

長
安
の
秋
雨　

十
日
泥
あ
り

　
　

我
曹
鞴
馬
聴
晨
鶏　

我わ
れ
ら曹　

馬
を
鞴よ

そ
おい
晨
鶏
を
聴
く

　
　

公
卿
朱
門
未
開
鎖　

公
卿
の
朱
門　

未
だ
鎖

か
け
が
ねを
開
け
ざ
る
に

　
　

我
曹
已
到
肩
相
斉　

我
曹　

已
に
到
り
て
肩
相
い
斉
し
く
す

　
　

吾
兄
睡
穏
方
舒
膝  

吾
が
兄　

睡
り
穏
や
か
に
し
て
方
に
膝
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

舒
べ

　
　

不
襪
不
巾
踏
暁
日　

襪べ
つ

せ
ず
巾
せ
ず
し
て
暁
日
を
踏
む

　
　

男
啼
女
哭
莫
我
知　

男む
す
こは

啼
き
女む

す
めは

哭
す
る
も
我
を
知
る
莫
し

　
　

身
上
須
繒
腹
中
実　

身
上
に
は
繒
を
須ま

ち
腹
中
に
は
実

　
　

今
年
思
我
来
嘉
州　

今
年　

我
を
思
い
て
嘉
州
に
来
る

　
　

嘉
州
酒
重
花
繞
楼　

嘉
州
は
酒
重
く
花　

楼
を
繞
る

　
　

楼
頭
喫
酒
楼
下
臥　

楼
頭
に
酒
を
喫の

み
楼
下
に
臥
す

　
　

長
歌
短
咏
迭
相
酬　

長
歌　

短
咏　

迭た
が

い
に
相
い
酬
ゆ

　
　

四
時
八
節
還
拘
礼　

四
時　

八
節　

還な

お
礼
を
拘ま

も

り

　
　

女
拝
弟
妻
男
拝
弟　

女む
す
めは
弟
の
妻
を
拝
し
男む

す
こは
弟
を
拝
す

　
　

幅
巾
鞶
帯
不
掛
身　

幅
巾　

鞶
帯　

身
に
掛
け
ず

　
　

頭
脂
足
垢
何
曾
洗　

頭
脂　

足
垢　

何
ぞ
曾
て
洗
わ
ん

　
　

吾
兄
吾
兄
巣
許
倫　

吾
が
兄
よ
吾
が
兄
よ
巣
許
の
倫た

ぐ
いな
り

　
　

一
生
喜
怒
長
任
真　

一
生　

喜
怒　

長
く
真
に
任
す

　
　

日
斜
枕
肘
寝
已
熟　

日
斜
め
に
し
て
肘
を
枕
と
し
寝
ぬ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
に
熟
す
れ
ば

　
　

啾
啾
喞
喞
為
何
人　

啾
啾
喞
喞
た
る
は
何な

ん
ぴ
と人

為た

ら
ん

 　
　

杜
甫
詩
の
真
偽

　
　
　
　
　

─
「
狂
歌
行
、
贈
四
兄
」
札
記
─

後　

藤　

秋　

正　
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こ
の
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
『
詳
注
』
の
題
下
注
は
「
此
当
是

永
泰
夏
、
去
成
都
之
嘉
・
戎
時
作
（
此
れ
当
に
是
れ
、
永
泰
の
夏
、

成
都
を
去
り
嘉
・
戎
に
之
く
時
の
作
な
る
べ
し
）。」
と
述
べ
る
。
杜

甫
は
永
泰
元
年
（
七
六
五
）、
成
都
の
草
堂
を
離
れ
て
岷
江
を
下
り
、

嘉
州
へ
と
向
か
っ
た
。『
詳
注
』
は
そ
の
時
に
四
兄
に
会
っ
た
喜
び

を
「
狂
歌
行
」
に
詠
じ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
を

と
る
論
者
は
多
い
。
例
え
ば
陳
貽
焮
『
杜
甫
評
伝
』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
一
九
八
八
）
は
、
嘉
州
に
住
ん
で
い
る
四
兄
に
会
っ
た
こ
と

を
、
施
鴻
保
『
読
杜
詩
説
』
巻
十
四
に
見
え
る
偽
作
説
が
論
拠
不
充

分
で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

施
鴻
保
の
説
に
つ
い
て
は
内
容
と
関
わ
る
の
で
後
に
触
れ
る
。

　

不
日
来
到
嘉
州
、
見
到
住
在
這
裏
的
一
位
行
四
的
堂
兄
、
相
見

喜
甚
、
就
在
此
稍
作
盤
桓
、
歓
聚
暢
飲
、
賦
「
狂
歌
行
贈
四
兄
」

説
、「
…
…
。」
施
鴻
保
以
（
一
）「
此
詩
非
但
腐
気
、
且
有
俚
気
、

与
公
詩
大
不
類
」・（
二
）「
公
在
嘉
州
亦
無
幾
時
、
与
「
四
時
八

節
」
句
不
合
」
等
為
理
由
、
認
為
此
詩
「
疑
是
晩
唐
人
詩
誤
編
公

集
者
」。
存
疑
可
也
、
但
仍
嫌
論
拠
不
足
、
不
得
貿
然
断
定
非
老

杜
之
作
。

　

そ
れ
で
は
「
狂
歌
行
」
の
作
者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
説
を
検
討
し
つ
つ
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一

　

ま
ず
、「
狂
歌
行
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
の
諸
説
を
検
討
し
て

お
こ
う
。
こ
れ
を
考
え
る
際
に
は
、
杜
甫
が
嘉
州
を
通
過
し
、
も
し

く
は
立
ち
寄
っ
た
時
期
や
期
間
と
関
わ
っ
て
、
い
つ
成
都
を
離
れ
た

か
が
問
題
と
さ
れ
る
。『
詳
注
』
は
先
に
見
た
と
お
り
、
永
泰
（
元

年
）
の
夏
に
成
都
を
離
れ
て
嘉
州
・
戎
州
へ
と
向
か
っ
た
時
の
作
と

し
て
い
る
が
、
成
都
を
離
れ
た
の
が
厳
武
の
生
前
で
あ
っ
た
の
か
死

後
の
こ
と
な
の
か
は
明
言
し
な
い
。
朱
鶴
齢
『
杜
工
部
詩
集
輯
注
』

「
杜
工
部
年
譜
」
の
永
泰
元
年
の
条
は
、「
正
月
、
辞
幕
府
帰
草
堂
。

四
月
、
厳
武
卒
。
五
月
、
遂
離
蜀
南
下
、
自
戎
州
至
渝
州
。
六
月
、

至
忠
州
。
秋
、
至
雲
安
、
居
之
（
正
月
、
幕
府
を
辞
し
て
草
堂
に
帰

る
。
四
月
、
厳
武
卒
す
。
五
月
、
遂
に
蜀
を
離
れ
て
南
下
し
、
戎
州

よ
り
渝
州
に
至
る
。
六
月
、
忠
州
に
至
る
。
秋
、
雲
安
に
至
り
、
之

に
居
る
）。」
と
し
て
、
厳
武
の
死
後
、
五
月
に
成
都
を
離
れ
た
と
見

な
し
、
こ
の
詩
を
「
杜
工
部
集
外
詩
」
に
収
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
浦
起
竜
『
読
杜
心
解
』「
少
陵
編
年
詩
目
譜
」
は
こ
の
詩
を

「
永
泰
元
年
春
夏
間
」
に
繫
年
し
、「
去
蜀
」、「
宿
青
渓
駅
懐
張
員

外
」
の
次
に
置
い
て
、「
離
蜀
南
下
、
至
戎
、
至
渝
、
至
忠
等
州

（
蜀
を
離
れ
て
南
下
し
、
戎
に
至
り
、
渝
に
至
り
、
忠
等
の
州
に
至

る
）。」
と
言
い
、「
此
行
当
在
厳
武
未
卒
之
前
（
此
の
行
は
当
に
厳
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武　

未
だ
卒
せ
ざ
る
の
前
に
在
る
べ
し
）。」
と
言
う
。「
狂
歌
行
」

（
巻
二
之
二
）
の
注
で
は
、「
此
係
去
成
都
以
後
詩
。
公
留
嘉
非
久
、

而
四
兄
乃
適
来
看
者
、
必
其
赴
成
都
相
候
、
値
公
已
行
而
追
及
之
也

（
此
れ
成
都
を
去
り
て
以
後
の
詩
に
係
る
。
公　

嘉
に
留
ま
る
こ
と

久
し
き
に
非
ず
し
て
、
四
兄
は
乃
ち
適
〻
来
り
て
看
る
者
に
し
て
、

必
ず
其
れ
成
都
に
赴
き
て
相
い
候ま

ち
、
公
の
已
に
行
く
に
値あ

い
て
之

を
追
及
せ
し
な
り
）。」
と
言
っ
て
い
る
。
厳
武
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、

永
泰
元
年
四
月
（『
旧
唐
書
』
巻
一
一
七
、
厳
武
伝
）
で
あ
る
か
ら
、

『
読
杜
心
解
』
に
よ
れ
ば
、
杜
甫
が
成
都
を
離
れ
た
の
は
永
泰
元
年

の
四
月
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
嘉
州
に
は
長
く
は
留
ま
ら
な

か
っ
た
と
す
る
点
は
『
杜
工
部
詩
集
輯
注
』
と
同
じ
で
あ
る
。
曾
棗

荘
『
杜
甫
在
四
川
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
）
第
五
章

「
夔
府
孤
城
落
日
斜
」、
第
一
節
「
臥
病
巴
東
久
」
も
こ
の
立
場
に
立

ち
、
杜
甫
に
は
成
都
で
書
か
れ
た
厳
武
の
死
を
悼
む
詩
が
な
い
こ
と
、

「
去
蜀
」
以
降
の
岷
江
を
南
下
す
る
途
中
の
詩
に
厳
武
の
死
の
影
が

な
い
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、「
…
…
因
此
我
認
為
浦
起
竜
的
判

断
是
正
確
的
。」
と
述
べ
て
い
る
。
楊
倫
『
杜
詩
鏡
銓
』「
杜
工
部
年

譜
」
の
永
泰
元
年
の
条
の
記
述
は
『
杜
工
部
詩
集
輯
注
』
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
あ
る
。『
銭
注
杜
詩
』「
少
陵
先
生
年
譜
」
の
永
泰
元
年
の

条
は
、「
辞
幕
府
帰
浣
花
渓
草
堂
。
五
月
、
離
草
堂
南
下
、…
…
（
幕

府
を
辞
し
て
浣
花
渓
草
堂
に
帰
る
。
五
月
、
草
堂
を
離
れ
て
南
下
し
、

…
…
）。」
と
述
べ
て
い
て
、
こ
れ
も
五
月
に
草
堂
を
離
れ
た
と
し
て

い
る
。『
杜
甫
年
譜
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
第
二
版
）
の

永
泰
元
年
の
条
に
は
、「
至
四
月
間
、
厳
武
卒
、
因
而
在
成
都
失
所

憑
依
、
乃
真
不
得
不
計
画
出
峡
矣
。
…
…
五
月
、
杜
甫
携
家
離
成
都

草
堂
、
乗
舟
東
下
。」
と
あ
る
。
厳
武
が
没
し
て
庇
護
者
を
失
っ
た

た
め
に
成
都
を
離
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
方
の
見
方

で
あ
ろ
う
。
前
掲
『
杜
甫
評
伝
』
は
四
月
の
末
か
ら
五
月
の
初
め
に

草
堂
を
離
れ
、
端
陽
節
（
端
午
節
）
の
前
に
嘉
州
に
至
り
、
族
兄
杜

某
と
一
家
団
欒
の
時
を
持
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
杜
甫

が
成
都
を
離
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
厳
武
が
卒
し
た
四
月
以
前
と

す
る
説
と
、
四
月
以
降
と
す
る
説
と
が
あ
る
。
陶
瑞
芝
「
杜
甫
離
成

都
至
嘉
・
戎
時
間
考
索
」（「
杜
甫
研
究
学
刊
」
一
九
八
九
年
第
三
期
。

の
ち
『
杜
甫
杜
牧
詩
論
叢
』
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
五
所
収
）
は
も

っ
ぱ
ら
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
て
、
厳
武
の
治
績
を
讃
え
る

「
諸
将
五
首
」〈
其
五
〉（『
詳
注
』
巻
一
六
）
な
ど
を
論
拠
に
加
え
、

『
読
杜
心
解
』
と
曾
棗
荘
の
説
を
肯
定
し
た
上
で
、「
…
…
既
然
如
此
、

那
麽
杜
甫
離
開
成
都
南
游
嘉
・
戎
的
具
体
時
間
当
在
永
泰
元
年
三
月

暮
春
以
前
。
換
句
話
説
、
在
四
月
厳
武
卒
之
前
。
此
論
或
許
較
另
二

説
更
令
人
置
信
。」
と
述
べ
、
三
月
暮
春
以
前
に
成
都
を
離
れ
た
と

結
論
づ
け
て
い
る
。
い
ず
れ
の
説
を
と
る
に
せ
よ
、
嘉
州
か
ら
犍
為
、

戎
州
、
瀘
州
、
渝
州
、
忠
州
を
経
て
、
九
月
に
は
雲
安
に
着
い
て
い
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た
こ
と
は
「
雲
安
九
日
鄭
十
八
携
酒
、
陪
諸
公
宴
」（『
詳
注
』
巻
一

四
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
嘉
州
に
立
ち

寄
っ
た
と
し
て
も
短
期
間
の
滞
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

二

　

さ
て
「
狂
歌
行
」
の
作
者
に
つ
い
て
最
初
に
疑
問
を
呈
し
た
の
は
、

王
士
禎
（
一
六
三
四
～
一
七
一
一
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
『
居

易
録
』
巻
七
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
村
歌
聒
耳
烏
塩
角
、
社
酒
柔
情
白マ

マ

練
槌
」、
宋
末
『
月
泉
吟

社
』
中
佳
句
也
。『
山
居
雑
志
』
載
杭
人
徐
炬
『
酒
譜
』、
乃
引

作
少
陵
詩
、
不
弁
格
調
之
類
否
而
妄
称
子
美
、
則
「
虢
国
夫

人
」、「
杜
鵑
行
」、「
狂
歌
行
」
諸
篇
、
妄
人
皆
雑
入
杜
集
。
又

何
怪
乎
。

　
「
村
歌　

耳
に
聒

か
ま
び
すし

烏
塩
角
、
社
酒　

情
を
柔
ら
ぐ
白
練

槌
」
は
、
宋
末
『
月
泉
吟
社
』
中
の
佳
句
な
り
。『
山
居
雑

志
』
に
杭
の
人（１
）
　

徐
炬
の
『
酒
譜
』
を
載
せ
、
乃
ち
引
き
て
少

陵
の
詩
と
作
す
は
、
格
調
の
類
否
を
弁
ぜ
ず
し
て
妄
り
に
子
美

と
称
す
、
則
ち
「
虢
国
夫
人
」、「
杜
鵑
行
」、「
狂
歌
行
」
の
諸

篇
は
、
妄
人　

皆
な
杜
集
に
雑
入
す
。
又
何
ぞ
怪
し
き
や
。

  「
烏
塩
角
」
は
曲
の
名
。「
白
〔
玉
〕
練
槌
」
は
美
酒
の
名
。『
月
泉

吟
社
』
は
宋
・
呉
渭
編
、
詩
二
巻
、
外
編
詩
文
二
巻
か
ら
な
る
。

『
山
居
雑
志
』
一
巻
は
明
・
王
士
賢
の
編
。『
酒
譜
』
一
巻
は
明
・
徐

炬
の
編
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
百
十
六
に
、

「
引
拠
毎
多
訛
舛
。
…
…
。
以
『
月
泉
吟
社
』「
村
歌
聒
耳
烏
塩
角
、

社
酒
柔
情
玉
練
槌
」
二
句
与
李
白
「
遙
看
漢
水
鴨
頭
緑
、
正マ
マ

似
葡
萄

初
醱
醅
」
二
句
、
皆
為
杜
甫
詩
（
引
拠
は
毎つ

ね

に
訛
舛
多
し
。
…
…
。

『
月
泉
吟
社
詩
』
の
「
村
歌　

耳
に
聒
し
烏
塩
角
、
社
酒　

情
を
柔

ら
ぐ
玉
練
槌
」
の
二
句
と
李
白
の
「
遙
か
に
看
る
漢
水
の
鴨
頭
緑
、

正
に
似
た
り
葡
萄
の
初
め
て
醱
醅
す
る
に
」
の
二
句
と
、
皆
な
杜
甫

の
詩
と
為
す
）。」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。「
村
歌
…
…
」
の
句
は

『
月
泉
吟
社
』
に
載
せ
る
、
宋
・
陳
舜
道
（
陳
希
邵
）
の
「
春
日
田

園
雑
興
」
中
の
句
で
あ
り
、「
遙
看
…
…
」
の
句
は
李
白
「
襄
陽

歌
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
六
六
）
の
句
で
あ
る
。『
四
庫
全
書
総
目
』

は
『
酒
譜
』
の
編
集
が
杜
撰
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
が
、

『
居
易
録
』
は
「
狂
歌
行
」
が
「
虢
国
夫
人
」
な
ど
と
同
様
に
、
誤

っ
て
杜
甫
の
詩
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、「
狂
歌
行
」
に
は
、「
裴
煜
所
収
」
の
注
が
あ
る
。
王
洙
『
杜

工
部
集
』
二
十
巻
に
基
づ
い
て
王
琪
が
校
定
し
た
一
本
に
は
、
裴
煜

に
よ
る
詩
文
九
篇
の
「
補
遺
」
を
付
し
て
出
版
し
た
王
洙
編
・
王
琪

校
『
杜
工
部
集
（
二
王
本
）』
が
あ
っ
た
。
原
刻
本
は
現
存
せ
ず
、

南
宋
刊
本
の
残
巻
と
写
本
の
み
が
伝
存
す
る（２
）。『

居
易
録
』
に
論
拠

は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
清
初
に
は
「
狂
歌
行
」
の
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偽
作
説
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
論
拠
を
示
し
て
偽
作
説

を
唱
え
た
の
は
、『
読
杜
詩
説
』
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
こ
の
説
か
ら
検

討
し
よ
う
。
施
鴻
保
は
「
狂
歌
行
贈
四
兄
、
注
引
黄
生
説
、
公
七
古
、

間
有
頽
然
自
放
、
工
拙
互
陳
。
如
此
詩
及
偪
仄
行
、
入
眼
頗
覚
腐
気
、

総
為
後
人
嚼
爛
耳
（
狂
歌
行
贈
四
兄
、
注
に
黄
生
の
説
を
引
く
、
公

の
七
古
は
、
間ま

ま

頽
然
と
し
て
自
ら
放

ほ
し
い
ま
まに

し
、
工
拙　

互
い
に
陳つ

ら

ぬ
る

有
り
。
此
の
詩
及
び
偪
仄
行
の
如
き
は
、
眼
に
入
る
に
頗
る
腐
気
あ

る
を
覚
ゆ
、
総
て
後
人
の
嚼
爛
と
為
る
の
み
と
）。」
と
い
い
、
次
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　
　

今
按
此
詩
、
非
但
腐
気
、
且
有
俚
気
、
与
公
詩
大
不
類
、
疑

　
　

是
晩
唐
人
詩
、
誤
編
公
集
者
。
公
詩
題
贈
答
、
多
著
人
姓
名
、

　
　

即
弟
姪
亦
然
、
如
弟
豊
・
弟
観
・
姪
佐
等
、
若
杜
位
且
並
著
姓
、

　
　

惟
忠
州
使
君
不
著
名
、
然
既
著
現
居
之
官
、
則
自
可
不
著
名
。

　
　

若
此
詩
但
題
四
兄
、
与
通
集
既
不
同
。
詩
云
、「
今
年
思
我
来

　
　

嘉
州
」、
似
特
来
嘉
州
見
公
者
、
又
云
、「
四
時
八
節
還
拘
礼
、

　
　

女
拝
弟
妻
男
拝
弟
」、
似
并
挈
子
女
而
来
、
公
在
嘉
州
亦
無
幾

　
　

時
、
与
「
四
時
八
節
」
句
不
合
。
且
既
挈
子
女
而
来
、
則
下
戎

　
　

・
渝
、
至
夔
・
梓
、
必
仍
相
依
、
何
又
無
一
語
及
之
。
即
此
亦

　
　

可
見
非
公
詩
矣
。

　

今
按
ず
る
に
此
の
詩
は
、
但
だ
腐
気
あ
る
の
み
に
非
ず
、
且

つ
俚
気
有
り
、
公
の
詩
と
大
い
に
類に

ず
、
疑
う
ら
く
は
是
れ
晩

唐
の
人
の
詩
、
誤
り
て
公
の
集
に
編
ま
れ
し
者
な
り
。
公
の
詩

の
贈
答
と
題
す
る
は
、
人
の
姓
名
を
著
す
こ
と
多
し
、
即
ち
弟

姪
も
亦
然
り
、
弟
豊
・
弟
観
・
姪
佐
等
の
如
し
、
杜
位
の
若
き

は
且
つ
並
び
に
姓
を
著
す
、
惟
だ
忠
州
使
君（３
）の
み
は
名
を
著
さ

ず
、
然
る
に
既
に
現
居
の
官
を
著
す
は
、
則
ち
自
ら
名
を
著
さ

ざ
る
可
し
。
此
の
詩
の
但
だ
四
兄
と
題
す
る
が
若
き
は
、
通
集

と
既
に
同
じ
か
ら
ず
。
詩
に
云
う
、「
今
年　

我
を
思
い
て
嘉

州
に
来
る
」
と
、
特
に
嘉
州
に
来
り
て
公
に
見
ゆ
る
者
の
似ご

と

し
、

又
云
う
、「
四
時　

八
節　

還
お
礼
を
拘
り
、
女
は
弟
の
妻
を

拝
し
男
は
弟
を
拝
す
」
と
、
并
せ
て
子
女
を
挈
え
て
来
る
が
似

し
、
公
の
嘉
州
に
在
る
は
亦　

幾
時
も
無
し
、「
四
時
八
節
」

の
句
と
合
わ
ず
。
且
つ
既
に
子
女
を
挈
え
て
来
れ
ば
、
則
ち

戎
・
渝
に
下
り
、
夔
・
梓マ

マ

に
至
る
に
、
必
ず
仍
お
相
い
依
ら
ん
、

何
ぞ
又
一
語
の
之
に
及
ぶ
こ
と
無
き
か
。
即
ち
此
れ
亦
公
の
詩

に
非
ざ
る
を
見
る
可
し
。

　

初
め
に
引
か
れ
る
黄
生
の
説
は
「
狂
歌
行
」
の
注
で
は
な
く
、

「
偪
仄
行
、
贈
畢
曜
」（『
杜
詩
説
』
巻
一
一
）
に
付
さ
れ
た
、「
公
五

言
力
追
漢
魏
、
可
謂
毫
髪
無
憾
、
波
瀾
老
成
矣
。
至
七
言
未
免
頽
然

自
放
、
工
拙
互
陳
。
而
宋
之
陋
儒
、
自
以
其
才
識
所
及
、
専
取
此
種

為
其
詩
派
、
於
公
亦
不
能
無
作
俑
之
嘆
也
。
如
「
酔
時
歌
」・「
酔
歌

行
」
等
詩
、
入
眼
便
覚
塵
気
、
総
為
宋
人
嚼
爛
耳
（
公
の
五
言
は
力つ

と
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力
め
て
漢
魏
を
追
い
、
毫
髪
も
憾
み
無
く
、
波
瀾　

老
成
す
と
謂
う

可
し
。
七
言
に
至
っ
て
は
未
だ
頽
然
と
し
て
自
ら
放
に
し
、
工
拙　

互
い
に
陳つ

ら

ぬ
る
を
免
れ
ず
。
而
し
て
宋
の
陋
儒
は
、
自
ら
其
の
才
識

の
及
ぶ
所
を
以
て
、
専
ら
此
の
種
を
取
り
て
其
の
詩
派
の
為
に
す
、

公
に
於
い
て
は
亦　

作
俑
の
嘆
無
き
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。「
酔
時

歌
」・「
酔
歌
行
」
等
の
詩
の
如
き
は
、
眼
に
入
る
に
便
ち
塵
気
あ
る

を
覚
ゆ
、
総
て
宋
人
の
嚼
爛
と
為
る
の
み
）。」
と
い
う
注
で
あ
る
。

黄
生
は
、
杜
甫
の
七
言
詩
は
思
う
ま
ま
に
作
っ
た
結
果
、
巧
拙
入
り

交
じ
っ
て
お
り
、「
酔
時
歌
」
や
「
酔
歌
行
」
の
よ
う
な
卑
俗
な
詩

も
あ
る
、
宋
代
の
詩
人
は
そ
の
拙
い
側
面
を
受
け
継
い
で
い
る
と
批

判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
施
鴻
保
は
「
酔
時
歌
」
や
「
酔
歌
行
」
等

の
詩
と
「
狂
歌
行
」
と
を
同
列
に
考
え
た
た
め
に
、
こ
れ
を
冒
頭
に

引
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
施
鴻
保
が
こ
の
詩
を
晩
唐
の
詩
人
の
作
と
推

測
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
杜
甫
の
贈
答
詩
の
詩
題
に
は
弟
や
甥
に

贈
っ
た
も
の
で
も
、「
宴
忠
州
使
君
姪
宅
」（『
詳
注
』
巻
一
四
）
を

例
外
と
し
て
、
姓
名
を
記
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
狂
歌
行
」

は
単
に
「
四
兄
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
第
十
三
句
、

今
年
、
四
兄
が
杜
甫
の
こ
と
を
思
っ
て
嘉
州
に
や
っ
て
来
た
、
第
十

七
句
、
節
季
ご
と
の
儀
礼
を
欠
い
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
は
、

杜
甫
の
滞
在
が
ご
く
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
合
わ
な
い
こ
と
、

第
三
に
、
四
兄
が
家
族
と
と
も
に
嘉
州
に
来
た
の
な
ら
ば
、
こ
れ
以

降
の
詩
に
四
兄
が
全
く
登
場
し
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
第
十
三
句
に
つ
い
て
は
『
読
杜
心
解
』
が
、

四
兄
は
ま
ず
成
都
で
杜
甫
に
会
お
う
と
し
て
果
た
さ
ず
、
杜
甫
が
既

に
南
下
し
た
こ
と
を
知
っ
て
嘉
州
に
追
っ
て
来
た
と
言
っ
て
い
る
。

「
狂
歌
行
」
が
杜
甫
の
詩
な
ら
ば
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
杜
甫
の
詩
で
あ
る
と
す
る
謝
思
煒
『
杜
甫
集
校

注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
も
、「
今
年
二
句
、
按
、
杜

甫
永
泰
元
年
去
成
都
下
忠
渝
、
或
経
嘉
州
、
然
亦
未
曾
久
留
。
疑
二

人
未
必
在
嘉
州
相
見
。」
と
述
べ
、
短
期
間
の
嘉
州
滞
在
中
に
二
人

が
出
会
っ
た
こ
と
を
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

三

　

施
鴻
保
の
説
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
が
、
次
に
こ
の
詩
を
岑
参
の

作
と
す
る
見
解
を
見
て
お
こ
う
。

　

曹
学
佺
（
一
五
七
四
～
一
六
四
六
）
の
撰
に
な
る
『
蜀
中
広
記
』

巻
六
十
五
、「
酒
譜
」
の
項
に
は
、「
岑
参
狂
歌
行
贈
四
兄
云
」
と
あ

っ
て
、
第
十
三
句
か
ら
第
十
六
句
ま
で
が
引
か
れ
る
。
明
代
に
は
こ

の
詩
を
岑
参
の
作
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
郭

沫
若
『
李
白
与
杜
甫
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
二
。
以
下
、

郭
説
）
も
こ
の
詩
を
岑
参
の
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
郭
沫
若
の
説

明
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
主
張
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
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李
殿
元
・
李
紹
先
「『
狂
歌
行
』
是
否
杜
甫
詩
作
？
」（『
杜
甫
懸
案

掲
秘
』（
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
）
の
要
約
を
参
考
に
し
よ

う
。
郭
説
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
杜
甫
は
嘉
州
に
は
長
く
住
ん
だ

こ
と
は
な
く
、
短
期
間
立
ち
寄
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
旅
を
急
い
で

い
た
た
め
に
上
陸
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
従
っ
て
詩
の
内
容

と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
詩
は
嘉
州
に
長
く
住
み
、
し
か
も
「
権

勢
」
の
あ
る
人
の
作
で
あ
る
。
詩
中
に
は
、「
今
年　

我
を
思
い
て

嘉
州
に
来
る
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
作
者
は
一
年
以
上
は
嘉
州
に
住

ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
詩
に
は
「
楼
頭
に
酒
を
喫
み
楼
下
に
臥
す
、

長
歌　

短
咏　

迭
い
に
相
い
酬
ゆ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
間

は
杜
甫
に
持
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
詩
の
作
者
は
誰
か
と
い

う
に
、
第
一
に
、
こ
の
詩
は
岑
参
の
作
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二

に
、
杜
甫
は
永
泰
元
年
の
秋
か
ら
翌
二
年
（
一
一
月
、
大
暦
と
改

元
）
三
月
ま
で
の
九
箇
月
あ
ま
り
、
雲
安
で
病
気
の
た
め
に
休
養
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
こ
の
間
に
「
寄
岑
嘉
州
」
を
書
い
て
い
る
。

「
狂
歌
行
」
は
こ
の
詩
に
対
す
る
岑
参
の
答
詩
で
あ
り
、
こ
れ
が
誤

っ
て
杜
甫
の
詩
と
伝
え
ら
れ
た
。

　
『
杜
甫
懸
案
掲
秘
』
は
続
け
て
施
鴻
保
説
と
郭
説
を
否
定
し
て
杜

甫
の
作
と
認
め
る
、
鄧
紹
基
『
杜
詩
別
解
』（
中
華
書
局
、
一
九
八

七
。
以
下
、『
別
解
』）
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、『
別
解
』
の
所
説
に

つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。
な
お
、
前
掲
『
杜
甫
在
四
川
』
も
郭
説
に

疑
問
を
呈
し
、
ま
ず
、「
杜
甫
在
途
経
川
南
時
、
因
心
緒
不
佳
和
行

程
匆
匆
、
没
有
留
下
多
少
詩
篇
。
…
…
。
経
過
嘉
州
時
有
「
四
兄
」

趕
来
看
望
杜
甫
、
飲
酒
賦
詩
、「
…
…
。」（「
狂
歌
行
贈
四
兄
」）
郭

老
認
為
這
首
詩
応
為
岑
参
作
、
誤
入
杜
集
的
。（『
李
白
与
杜
甫
』）

我
対
此
説
是
有
些
懐
疑
的
。」
と
言
い
、
郭
説
の
主
張
を
三
点
に
ま

と
め
た
上
で
、「
因
此
、
杜
甫
在
嘉
州
雖
是
匆
匆
路
過
、
但
不
能
拠

此
就
否
定
此
詩
為
杜
甫
所
作
。」
と
述
べ
、
杜
甫
は
嘉
州
を
慌
し
く

通
過
し
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
杜
甫
の
作
で
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
杜
甫
の
詩
と
す
る
こ
と
に

疑
問
を
呈
し
た
の
は
こ
れ
ら
ば
か
り
で
は
な
い
。
曹
樹
銘
『
杜
臆
増

校
』
巻
六
（
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
一
）
は
王
嗣
奭
が
、「
此
詩
所

謂
不
煩
縄
削
而
自
合
者
（
此
の
詩
は
所
謂　

縄
削
を
煩
わ
さ
ず
し
て

自
ず
か
ら
合
す
る
者
な
り
）。」
と
述
べ
て
、
杜
甫
の
作
と
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　

又
按
此
係
集
外
詩
、
玩
読
再
四
、
可
疑
之
処
、
不
一
而
足
、

試
分
言
之
。
公
居
長
、
有
弟
妹
而
無
兄
、
故
公
集
内
僅
多
関
懐

弟
妹
之
作
。
此
詩
題
「
四
兄
」、
従
何
而
来
？
殊
為
可
疑
。
若

云
「
従
兄
」、
例
以
「
不
帰
」
云
、「
従
弟
人
皆
有
」、
則
此
詩

題
応
有
「
従
」
字
。
若
云
「
郷
兄
」、
例
以
「
送
郷
弟
韶
陪
従

叔
朝
謁
」、
則
此
詩
題
応
有
「
郷
」
字
。
但
並
無
此
等
字
様
、

此
可
疑
者
一
也
。
又
詩
云
、「
我
窃
功
名
好
権
勢
」、
与
公
之
立
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身
行
己
、
絶
対
不
能
相
容
、
公
之
全
部
詩
集
可
證
。
即
此
一
句
、

已
可
證
其
為
偽
作
、
此
大
大
可
疑
者
二
也
。

　

杜
甫
は
長
子
で
あ
り
、
弟
妹
は
い
て
も
兄
は
い
な
い
。
仮
に
四
兄

が
従
兄
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
不
帰
」（『
詳
注
』
巻
六
）
の
「
従
弟
人

皆
有
（
従
弟　

人
皆
な
有
り
）」
の
よ
う
に
、
従
の
字
が
あ
る
は
ず

だ
し
、
郷
兄
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
季
夏
、
送
郷
弟
韶
陪
従
叔
朝

謁
」（『
詳
注
』
巻
一
九
）
の
よ
う
に
郷
の
字
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と

い
う
の
が
第
一
の
疑
問
。
ま
た
「
弟
窃
功
名
好
権
勢
（
弟
は
功
名
を

窃
み
て
権
勢
を
好
む
）」
の
句
は
杜
甫
の
行
動
理
念
と
は
相
容
れ
な

い
、
こ
れ
が
第
二
の
疑
問
で
あ
っ
て
、
偽
作
と
判
断
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
反
駁
す
る
見
解
も
あ
る
が
、

前
者
は
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
で
は
『
詳
注
』
が
引
く
胡
夏
客
の
、「
公
之
諸
弟
、
見
於
詩
者

不
一
。
此
所
贈
四
兄
、
又
其
諸
姪
也
（
公
の
諸
弟
、
詩
に
見
ゆ
る
者

は
一
な
ら
ず
。
此
の
贈
る
所
の
四
兄
も
、
又
其
の
諸
姪
な
り
）。」
と

い
う
指
摘
は
根
拠
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

四

　

岑
参
の
作
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
杜
甫
の
作
と
す
る
見
解
も
見

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。『
別
解
』
は
『
読
杜
詩
説
』
や
郭
説
に
反

論
し
て
、
杜
甫
の
詩
で
あ
る
と
見
な
し
、
そ
の
理
由
を
い
く
つ
か
挙

げ
て
い
る
が
、
最
大
の
理
由
は
詩
題
と
内
容
が
一
致
す
る
こ
と
で
あ

り
、
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
結
局
、「
兄
と
行
年
校く

ら

ぶ
る
に
一
歳
、

賢
者
は
是
れ
兄　

愚
者
は
弟
」
と
い
っ
た
表
現
な
ど
は
「
謔
詞
」、

「
狂
言
」
で
あ
っ
て
詩
の
面
白
み
を
増
す
こ
と
を
杜
甫
が
求
め
た
の

だ
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

　

劉
開
揚
『
岑
参
詩
集
編
年
箋
注
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
五
）
は

「
初
至
犍
為
作
」
の
注
に
お
い
て
、
杜
甫
の
作
で
あ
る
と
見
な
し
て

い
る
。
劉
開
揚
は
、
杜
甫
の
行
動
が
こ
の
詩
の
第
四
句
の
内
容
と
一

致
し
て
い
る
と
見
な
し
、
郭
沫
若
や
施
鴻
保
の
所
説
を
批
判
し
、
杜

甫
の
詩
と
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
劉
開
揚
の
指
摘
の
う
ち
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
喫
」
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

杜
甫
の
詩
に
は
方
言
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
諸

書
に
指
摘
が
あ
り
、
例
え
ば
南
宋
・
孫
弈
『
示
児
編
』
巻
十
、「
用

方
言
」
の
条
で
は
、「
子
美
善
以
方
言
里
諺
点
化
入
詩
句
中
、
詞
人

墨
客
口
不
絶
談
（
子
美
は
善
く
方
言
里
諺
を
以
て
点
化
し
て
詩
句
中

に
入
る
、
詞
人
墨
客
は
口
に
絶
え
て
談
ぜ
ず
）。」
と
述
べ
て
「
狂
歌

行
」
の
冒
頭
の
二
句
を
引
い
て
い
る
。
確
か
に
劉
開
揚
が
指
摘
す
る

よ
う
に
「
喫
」
は
杜
甫
の
詩
に
は
六
例
が
見
え
て
お
り
、
う
ち
「
喫

酒
（
吃
酒
）」
は
、
こ
の
詩
の
一
例
の
み
で
あ
っ
て
、
杜
甫
以
前
の

用
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
単
独
で
「
喫
」
を
用
い
る
例
は
岑

参
の
詩
に
は
な
く
、
唐
詩
で
は
崔
国
輔
の
「
対
酒
」（『
全
唐
詩
』
巻
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一
一
九
）
に
、「
朦
朧
荊
棘
一
鳥
飛
、
屢
唱（４
）提
壺
酤
酒
喫
（
朦
朧　

荊
棘　

一
鳥
飛
び
、
屢
〻
唱
う
提
壺
は
酒
を
沽か

い
て
喫
め
と
）」
と

あ
り
、
儲
光
羲
に
は
「
喫
茗
粥
作
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
三
六
）
と
題

す
る
詩
が
あ
る
の
が
早
い
例
で
、
杜
甫
以
後
は
次
第
に
用
例
が
増
え
、

賈
島
の
「
贈
丘
先
生
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
七
四
）
で
は
、「
常
言
喫

薬
全
勝
飯
、
華
岳
松
辺
採
茯
神
（
常
に
言
う
薬
を
喫
む
は
全
く
飯
に

勝
る
と
、
華
岳
の
松
辺　

茯
神
を
採
る
）」
と
詠
じ
ら
れ
、
白
居
易

の
「
詠
懐
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
三
一
）
で
は
、「
有
詩
不
敢
吟
、
有

酒
不
敢
喫
（
詩
有
る
も
敢
え
て
吟
ぜ
ず
、
酒
有
る
も
敢
え
て
喫
ま

ず
）」
と
詠
じ
ら
れ
、
同
じ
く
白
居
易
「
勧
酒
」（『
全
唐
詩
』
巻
四

四
四
）
に
は
、「
帰
去
来
、
頭
已
白
、
典
銭
将
用
買
酒
喫
（
帰
り
な

ん
い
ざ
、
頭　

已
に
白
し
、
典
銭　

将
に
用も

つ

て
酒
を
買
い
て
喫
ま
ん

と
す
）」
と
あ
っ
て
、
中
唐
以
降
は
用
例
が
増
加
す
る
。「
喫
」
か
ら

見
る
限
り
、
岑
参
の
作
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
そ
う
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
杜
甫
の
詩
と
す
る
論
拠
に
も
な
る
ま
い
。
中
唐

以
降
の
詩
人
の
手
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
劉
開

揚
は
「
狂
歌
行
」
が
集
外
詩
で
は
あ
る
が
、『
文
苑
英
華
』
巻
三
五

〇
、
及
び
陳
浩
然
本
、『
杜
詩
鏡
銓
』
巻
十
八
〔
十
二
の
誤
り
〕
附

録
、
さ
ら
に
は
『
草
堂
詩
箋
〔
巻
四
〇
〕
逸
詩
拾
遺
』
に
、「
蘇
州

太
守
裴
煜
如
晦
所
収
、
見
『
旧
集
補
遺
』」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
杜
甫
の
真
作
と
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
が
、
輯
録
の
問
題
に
つ
い
て
は
最
後
に

再
度
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
こ
と
か

ら
劉
開
揚
は
郭
説
と
施
鴻
保
の
説
を
否
定
し
、『
杜
臆
』
や
『
読
杜

心
解
』
の
説
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
廖
立
「
岑
詩
篇
目
異
録
考
証
」（『
岑
参
事
迹
著
作
考
』
中

州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
所
収
）
の
「
狂
歌
行
」
の
項
は
劉
開
揚

の
説
に
は
言
及
し
な
い
が
、
ま
ず
岑
参
の
歴
代
の
詩
集
と
選
本
に
は

こ
の
詩
が
収
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
郭
説
が
、
こ
の
詩
で
作
者
と
「
四

兄
」
と
は
一
歳
違
い
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
一

歳
」
は
「
一
紀
」
の
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
根
拠
が
な

い
こ
と
、
つ
い
で
岑
参
の
排
行
は
二
十
七
で
あ
っ
て
、
二
人
の
兄
、

岑
渭
と
岑
況
と
は
十
歳
以
上
の
開
き
が
あ
り
、
兄
の
排
行
が
四
で
は

あ
り
得
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
廖
立
は
『
文
苑
英

華
』
が
杜
甫
の
詩
と
し
て
い
る
こ
と
、
施
鴻
保
が
晩
唐
詩
人
の
作
で

あ
る
と
見
な
し
た
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
て
も
、
作
者
に
は
触
れ
な

い
。

五

　

こ
こ
で
「
狂
歌
行
」
の
詩
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。「
狂

歌
」
の
語
は
『
後
漢
書
』
巻
五
十
三
、
申
屠
蟠
伝
に
見
え
る
。
申
屠

蟠
は
し
ば
し
ば
徴
さ
れ
た
が
就
か
ず
、
何
進
が
蟠
と
同
郡
の
黄
忠
の
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書
翰
を
も
っ
て
招
こ
う
と
し
た
時
も
答
え
な
か
っ
た
。
そ
の
書
翰

「
与
申
屠
蟠
書
、
勧
詣
何
進
」（『
全
後
漢
文
』
巻
八
四
）
に
、「
昔
人

之
隠
、
雖
遭
其
時
、
猶
放
声
絶
迹
、
巣
棲
茹
薇
。
其
不
遇
也
、
則
裸

身
大
笑
、
被
髪
狂
歌
（
昔
人
の
隠
る
る
や
、
其
の
時
に
遭
う
と
雖
も
、

猶
お
声
を
放
ち
迹
を
絶
ち
、
巣
棲
し
て
薇
を
茹く

ら

う
。
其
の
遇
わ
ざ
る

や
、
則
ち
裸
身
に
し
て
大
笑
し
、
被
髪
し
て
狂
歌
す
）。」
と
あ
る
。

も
と
も
と
時
世
に
遇
わ
な
い
隠
者
が
感
情
を
高
ぶ
ら
せ
て
狂
お
し
く

歌
う
こ
と
を
指
す
語
で
あ
っ
た
。
詩
に
お
い
て
は
初
唐
か
ら
見
え
、

褚
遂
良
「
安
徳
山
池
宴
集
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
三
）
に
、「
独
有
狂

歌
客
、
来
承
歓
宴
余
（
独
り
狂
歌
の
客
有
り
、
来
り
承
く
歓
宴
の

余
）」
と
あ
り
、
盛
唐
に
入
っ
て
も
王
維
「
輞
川
閒
居
、
贈
裴
秀
才

迪
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
二
六
）
に
、「
復
値
接
輿
酔
、
狂
歌
五
柳
前

（
復
た
値
う
接
輿
の
酔
え
る
に
、
狂
歌
す
五
柳
の
前
）」
と
あ
る
。
こ

の
例
も
黄
忠
の
書
翰
と
同
様
に
、『
論
語
』
微
子
篇
の
、
接
輿
の
故

事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
杜
甫
の
詩
に
は
詩
題
以
外
に
、「
痛
飲
狂
歌

空
度
日
、
飛
揚
跋
扈
為
誰
雄
（
痛
飲　

狂
歌　

空
し
く
日
を
度
る
、

飛
揚　

跋
扈　

誰
が
為
に
か
雄
な
る
）」（「
贈
李
白
」、『
詳
注
』
巻

一
）、「
耽
酒
須
微
禄
、
狂
歌
託
聖
朝
（
酒
に
耽
り
て
微
禄
を
須ま

ち
、

狂
歌
し
て
聖
朝
に
託
す
）」（「
官
定
後
、
戯
贈
」、『
詳
注
』
巻
三
）、

「
狂
歌
遇
景
勝
、
得
酔
即
為
家
（
狂
歌
す
景
勝
に
遇
い
し
と
き
、
酔

う
を
得
れ
ば
即
ち
家
と
為
す
）」（「
陪
王
侍
御
宴
通
泉
東
山
野
亭
」、

『
詳
注
』
巻
一
一
）、「
休
作
狂
歌
老
、
廻
看
不
住
心
（
狂
歌
の
老
と

作
る
を
休や

め
て
、
廻
看
せ
ん
不
住
の
心
）」（「
望
牛
頭
寺
」、『
詳

注
』
巻
一
二
）、「
冦
盗
狂
歌
外
、
形
骸
痛
飲
中
（
冦
盗　

狂
歌
の
外
、

形
骸　

痛
飲
の
外
）」（「
陪
章
留
後
侍
御
、
宴
南
楼
」、『
詳
注
』
巻

一
二
）
と
い
う
五
例
が
あ
る
。『
詳
注
』
は
こ
の
う
ち
「
贈
李
白
」

以
下
三
首
に
、
徐
幹
『
中
論
』
夭
寿
か
ら
、「
且
夫
賢
人
之
道
者
、

同
帰
而
殊
途
。
…
…
或
被
髪
而
狂
歌
（
且
つ
夫
れ
賢
人
の
道
は
、
帰

す
る
と
こ
ろ
を
同
じ
く
し
て
途
を
異
に
す
。
…
…
或
る
も
の
は
被
髪

し
て
狂
歌
す
）。」
と
い
う
一
節
を
引
い
て
い
る（５
）。
こ
の
語
は
も
と
も

と
隠
者
の
行
為
を
表
し
た
が
、
取
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
詩
を
詠
ず
る
、

飲
酒
し
た
勢
い
で
戯
れ
に
詩
を
詠
ず
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
で
は
「
狂
歌
行
」
は
ど
う

か
。
こ
の
詩
題
は
『
全
唐
詩
』
に
は
巻
二
百
三
十
四
、
杜
甫
の
詩
の

「
補
遺
」
に
し
か
見
え
な
い
。
宋
代
に
入
る
と
陸
游
の
弟
子
と
伝
え

ら
れ
る
蘇
泂
、
字
は
召
叟
の
「
日
鋳
嶺
下
狂
歌
行
」（『
冷
然
斎
詩

集
』
巻
二
。『
四
庫
全
書
』
本
）
が
あ
り
、「
我
生
天
地
不
如
意
、
甚

欲
飄
然
去
人
世
（
我　

天
地
に
生
ま
れ
て
意
の
如
く
な
ら
ず
、
甚
だ

飄
然
と
し
て
人
世
を
去
ら
ん
と
欲
す
）」
と
い
う
冒
頭
の
句
か
ら
始

ま
る
。
接
輿
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
っ

ぽ
う
で
蘇
泂
に
は
、「
夜
読
杜
詩
四
十
韻
」（
同
前
、
巻
一
）
が
あ
っ

て
、「
夜
読
老
杜
詩
、
如
対
老
杜
面
（
夜　

老
杜
の
詩
を
読
め
ば
、
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老
杜
の
面
に
対む

か

う
が
如
し
）」
と
詠
じ
、「
老
杜
浣
花
渓
図
引
」（
同

前
、
巻
二
）
で
は
、「
拾
遺
流
落
錦
官
城
、
故
人
作
尹
眼
為
青
（
拾

遺　

錦
官
城
に
流
落
し
、
故
人　

尹
と
作な

っ
て
眼
は
青
を
為
す
）」

と
詠
ず
る
し
、「
夜
読
老
杜
星
月
詩
二
十
韻
」
も
あ
る
の
で
、「
狂
歌

行
」
を
杜
甫
の
作
と
認
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
も

「
狂
歌
行
」
と
題
す
る
作
は
稀
で
あ
っ
て
、
明
代
に
入
っ
て
も
、
汪

広
洋
、
字
は
朝
宗
に
、「
狂
歌
行
、
為
葉
宗
海
賦
」（『
鳳
池
吟
稿
』

巻
二
）
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

六

　
「
喫
」
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
の
で
、「
啾
啾
喞
喞
」
の
語
に
つ
い

て
見
て
お
こ
う
。『
詳
注
』
は
ま
ず
、『
広
韻
』
か
ら
「
啾
喞
、
小
声

也
（
啾
喞
は
、
小
さ
き
声
な
り
）。」
を
引
き
、
枚
乗
「
柳
賦
」（『
西

京
雑
記
』
巻
四
、『
全
漢
文
』
巻
二
〇
）
の
「
鎗
鍠
啾
喞
、
蕭
条
寂

寥
（
鎗
鍠　

啾
喞
、
蕭
条　

寂
寥
た
り
）」
と
い
う
一
節
を
引
く
。

こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
音
が
す
る
こ
と
に
言
う
。
ま
た
『
楚
辞
』「
離

騒
」
か
ら
「
鳴
玉
鸞
之
啾
啾
（
玉
鸞
の
啾
啾
た
る
を
鳴
ら
す
）」
と

い
う
例
を
引
く
。
こ
の
例
は
鈴
の
音
に
言
う
。
同
じ
『
楚
辞
』
で
も

「
九
歌
・
山
鬼
」
で
は
、「
猨
啾
啾
兮
狖
夜
鳴
（
猨
は
啾
啾
と
し
て
狖

は
夜
鳴
く
）」
と
、
猿
の
鳴
き
声
に
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
詳

注
』
は
「
古
捉
搦
歌
」
か
ら
、「
窻
中
女
子
声
喞
喞
（
窻
中
の
女
子

　

声
喞
喞
た
り
）」
と
い
う
句
も
引
い
て
い
る
。
こ
の
歌
は
南
朝
・

梁
の
鼓
吹
曲
で
は
な
く
、
張
祜
（
七
九
二
～
八
五
三
）
の
「
捉
搦

歌
」（『
楽
府
詩
集
』
巻
二
五
、『
全
唐
詩
』
巻
一
八
、
巻
五
一
〇
）

で
あ
り
、「
門
上
関
、
墻
上
棘
、
窻
中
女
子
声
喞
喞
（
門
上
の
関
、

墻
上
の
棘
、
窻
中
の
女
子　

声
喞
喞
た
り
）」
と
あ
る
。「
啾
啾
」
は

猿
、
鳥
や
昆
虫
の
鳴
き
声
、
楽
器
な
ど
の
音
に
用
い
ら
れ
、
唐
詩
で

は
、
黄
麟
「
郡
中
客
舎
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
三
）
に
、「
虫
響
乱

啾
啾
、
更
人
正
数
籌
（
虫
響　

乱
れ
て
啾
啾
た
り
、
更
人　

正
に
籌

を
数
う
）」
と
あ
り
、
盧
象
「
青
雀
歌
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
二
二
）

に
、「
啾
啾
青
雀
児
、
飛
来
飛
去
仰
天
池
（
啾
啾
た
り
青
雀
の
児
、

飛
び
来
り
飛
び
去
っ
て
天
池
を
仰
ぐ
）」
な
ど
と
あ
る
。
人
の
発
す

る
声
に
用
い
る
例
は
少
な
い
。
特
異
な
例
と
し
て
は
、
鬼
（
亡
霊
）

の
哭
す
る
声
に
用
い
ら
れ
、
王
翰
「
飲
馬
長
城
窟
行
」（『
全
唐
詩
』

巻
二
〇
・
一
五
六
）
に
、「
黄
昏
塞
北
無
人
煙
、
鬼
哭
啾
啾
声
沸
天

（
黄
昏　

塞
北　

人
煙
無
く
、
鬼
哭　

啾
啾
と
し
て
声　

天
に
沸

く
）」
と
あ
り
、
杜
甫
「
兵
車
行
」（『
詳
注
』
巻
二
）
に
、「
新
鬼
煩

冤
旧
鬼
哭
、
天
陰
雨
湿
声
啾
啾
（
新
鬼
は
煩
冤
し
旧
鬼
は
哭
し
、
天

陰く
も

り
雨
湿
う
と
き
声
啾
啾
た
り
）」
と
あ
る
。
こ
れ
を
人
の
騒
ぐ
声

に
用
い
る
の
は
、
孟
郊
「
百
憂
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
七
三
）
に
、

「
出
処
各
有
時
、
衆
議
徒
啾
啾
（
出
処　

各
〻
時
有
り
、
衆
議　

徒

に
啾
啾
た
り
）」
と
あ
り
、
白
居
易
「
香
炉
峰
下
新
卜
山
居
、
草
堂
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初
成
、
偶
題
東
壁
、
重
題
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
三
九
）
に
、「
従
茲

耳
界
応
清
浄
、
免
見
啾
啾
毀
誉
声
（
茲
よ
り
耳
界
は
応
に
清
浄
な
る

べ
く
、
啾
啾
た
る
毀
誉
の
声
に
見あ

う
を
免
れ
ん
）」
と
あ
る
の
が
そ

の
例
で
あ
る
。「
啾
喞
」
は
唐
詩
で
は
、
盧
仝
「
聴
蕭
君
姫
人
弾

琴
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
八
九
）
に
、「
蔡
琰
薄
命
没
胡
虜
、
烏
梟
啾

喞
啼
胡
天
（
蔡
琰
は
薄
命
に
し
て
胡
虜
に
没
し
、
烏
梟
は
啾
喞
と
し

て
胡
天
に
啼
く
）」
と
あ
り
、
姚
合
「
悪
神
行
雨
」（『
全
唐
詩
』
巻

四
九
八
）
に
、「
哮
吼
忽
雷
声
掲
石
、
満
天
啾
喞
鬧
轟
轟
（
哮
吼　

忽
ち
雷
あ
り
て
声　

石
を
掲
げ
、
天
に
満
ち
啾
喞
と
し
て
鬧さ

わ

が
し
き

こ
と
轟
轟
た
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
鳥
や
雷
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
「
啾
啾
」
や
「
啾
喞
」
は
多
様
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る

が
、「
狂
歌
行
」
の
よ
う
に
人
の
声
、
し
か
も
い
び
き
の
音
に
用
い

た
例（６
）は

特
異
で
あ
り
、「
啾
啾
喞
喞
」
の
例
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

な
お
前
掲
『
杜
甫
集
校
注
』
は
「
啾
喞
」
の
語
に
、「
吵
鬧
声
。」、

騒
々
し
い
声
と
注
し
、
王
梵
志
の
詩
か
ら
、「
忽
起
相
羅
拽
、
啾
喞

索
租
調（７
）（
忽
ち
起
ち
て
相
い
羅
拽
し
、
啾
喞
と
し
て
租
調
を
索

む
）」
と
い
う
句
を
引
く
。
こ
れ
は
役
人
が
や
か
ま
し
く
税
を
取
り

立
て
る
声
で
あ
ろ
う
。
王
梵
志
は
盛
唐
期
に
活
躍
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
の
で
、
人
の
声
を
形
容
す
る
「
啾
喞
」
の
語
は
、
こ
の
頃
か
ら
わ

ず
か
に
用
い
ら
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
に
見
た
よ
う
に
「
啾
啾

喞
喞
」
の
語
は
用
例
が
少
な
く
、「
啾
啾
」
や
「
喞
喞
」、「
啾
喞
」

と
い
っ
た
語
を
人
の
発
す
る
声
に
用
い
る
こ
と
は
、
中
唐
以
降
に
増

加
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
「
狂
歌
行
」
に
は
杜
甫
の
真
作
と
認
め
る

説
、
偽
作
と
見
な
す
説
が
あ
り
、
偽
作
と
す
る
説
で
も
、
こ
れ
を
岑

参
の
作
と
す
る
説
と
晩
唐
詩
人
の
作
と
す
る
説
に
分
か
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
最
後
に
劉
開
揚
が
述
べ
て
い
た
、
こ
の
詩
の
収
載
情
況

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
『
文
苑
英
華
』
巻
三
百
五
十
に
は
確
か
に
こ
の
詩
が
収
録
さ
れ
る
。

た
だ
し
、「
贈
四
兄
」
は
題
下
注
で
あ
る
。「
陳
浩
然
本
」
と
は
宋
・

陳
応
行
、
字
は
浩
然
の
撰
に
な
る
類
書
、『
杜
詩
六
帖
（
杜
詩
新

律
）』
十
八
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
『
詳
注
』
は

「
凡
例
」
の
「
杜
詩
偽
註
」
の
条
で
、「
分
類
始
於
陳
浩
然
（
類
を
分

か
つ
は
陳
浩
然
よ
り
始
ま
る
）。」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
陳
応
行

に
は
『
吟
窓
雑
録
』
五
十
巻
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
『
続
文
献
通
考
』

巻
百
九
十
八
に
お
い
て
、「
蓋
委
托
之
書
、
鄙
俗
殊
甚
（
蓋
し
委
托

の
書
に
し
て
、
鄙
俗　

殊
に
甚
だ
し
）。」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『
草
堂
詩
箋
』
巻
四
十
、「
逸
詩
拾
遺
」
に
は
、「
瞿
塘
懐
古
」、「
送

司
馬
入
京
」、「
惜
別
行
送
劉
僕
射
」、「
呀
骨
行
」
と
並
ん
で
収
録
さ

れ
、「
右
五
篇
、
乃
蘇
州
太
守
裴
煜
如
晦
所
収
、
見
『
旧
集
補
遺
』
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（
右
五
篇
は
、
乃
ち
蘇
州
太
守
裴
煜
如
晦
の
収
む
る
所
、『
旧
集
補

遺
』
に
見
ゆ
）。」
と
あ
る
。
た
だ
し
詩
題
は
「
狂
歌
行
、
贈
四
兄
」

で
は
な
く
、「
短
歌
行
、
贈
四
兄
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
呉
若

本
に
拠
っ
た
と
す
る
『
銭
注
杜
詩
』
巻
十
八
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ

て
、
こ
ち
ら
は
「
草
堂
詩
箋
逸
詩
拾
遺
」
と
し
て
注
を
付
さ
ず
に
引

か
れ
、
題
下
注
に
、「
見
陳
浩
然
本
。
又
見
『
英
華
』。」
と
あ
り
、

「
狂
」
に
は
「
一
作
短
」
と
あ
る
。「
右
五
篇
」
以
下
も
同
文
で
あ
る
。

「
蘇
州
太
守
裴
煜
如
晦
」
と
は
、
欧
陽
修
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
裴
煜
、

字
は
如
晦
の
こ
と
。
周
采
泉
『
杜
集
書
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
）
の
『
杜
工
部
集
』
二
十
巻
の
項
で
は
、「
宋
王
洙
編
次

并
記　

宋
王
琪
校
刊
并
後
記　

宋
裴
煜
校
」
と
説
明
が
な
さ
れ
、

「
其
後
煜
又
補
輯
遺
文
九
篇
、
刊
附
集
外
。」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
狂
歌
行
」
の
出
処
は
『
旧
集
補
遺
』
と
さ
れ
る
以
外
は

判
明
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
『
旧
集
補
遺
』
で
は
「
狂
歌
行
」

で
は
な
く
、「
短
歌
行
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も

真
偽
を
疑
う
理
由
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
他
の
諸
本
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
多
く
の
諸
本
は
杜
甫
の
真
作
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
収

録
し
て
い
る
が
、
郭
知
達
『
新
刊
校
定
集
注
杜
詩
（
集
九
家
注
杜

詩
）』（
宝
慶
元
年
（
一
二
二
五
）
曾
噩
刊
本
）
は
「
狂
歌
行
」
を
収

録
し
な
い
し
、
黄
希
撰
・
黄
鶴
補
注
『
黄
氏
補
千
家
註
杜
工
部
詩

史
』（『
黄
氏
補
註
杜
詩
』）
に
も
こ
の
詩
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
詩
を
杜
甫
の
作
と
断
ず
る
に
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の

疑
問
が
つ
き
ま
と
う
。

　

そ
も
そ
も
仇
兆
鰲
が
「
少
陵
逸
詩
小
序
」（『
詳
注
』
巻
二
三
）
で
、

「
杜
詩
零
落
人
間
、
宋
時
後
先
継
出
、
諸
家
所
採
、
贋
本
頗
多
（
杜

詩　

人
間
に
零
落
し
、
宋
時　

後
先
し
て
継
ぎ
て
出
づ
、
諸
家
の
採

る
所
、
贋
本　

頗
る
多
し
）。」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
北
宋
期
に
お
け

る
杜
甫
集
編
纂
の
過
程
に
あ
っ
て
、
か
な
り
の
偽
作
が
混
入
し
た
可

能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、「
狂
歌
行
」
は
中
・
晩

唐
期
以
降
の
詩
人
の
作
と
す
る
の
が
真
相
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　　
　

注

（
1
）『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
九
三
、『
漢
魏
名
家
』
の
条
に
は
徽
州
の
人

と
あ
る
。

（
2
）
芳
村
弘
道
「
杜
甫
集
解
題
」（『
杜
甫
全
詩
訳
注
（
三
）』（
講
談
社
学

術
文
庫
、
二
〇
一
一
六
）
に
詳
し
い
。

（
3
）「
宴
忠
州
使
君
姪
宅
」（『
詳
注
』
巻
一
四
）
を
指
す
。

（
4
）『
全
唐
詩
』
に
「
一
作
勧
。」
と
あ
る
。

（
5
）
多
田
狷
介
「『
中
論
』
訳
注
」（『
中
国
逍
遙
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四

所
収
）
は
「
被
髪
」
以
下
を
、「
散
ば
ら
髪
で
気
の
狂
っ
た
よ
う
に
歌
い
、

…
…
。」
と
訳
す
。

（
6
）
多
く
の
注
釈
は
末
句
を
四
兄
の
い
び
き
の
音
と
解
し
て
い
る
が
、『
杜
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臆
』
巻
六
は
杜
甫
の
様
子
と
見
な
し
、「
末
句
『
啾
喞
』、
公
自
謂
也
。」

と
述
べ
て
い
る
。

（
7
）
こ
の
「
詩
」
は
陳
尚
君
輯
録
『
全
唐
詩
続
拾
』
巻
五
（
中
華
書
局
、

一
九
九
二
）
に
張
錫
厚
『
王
梵
志
詩
校
輯
』
を
出
処
と
し
て
収
め
ら
れ

て
い
る
。

�
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）


